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表2 調査項目詳細 

 
 
 
 
 

表3 入所者詳細 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

図3 調査協力室の室内写真 

3． 調査概要 

 夏季の 2011年 8月 22日～9月 2日の平日 10日間に温
熱環境と睡眠の実態調査を行った。調査概要を表2に示す。 
 調査対象施設は建物熱負荷が周辺建物の影響を受けない

ことを考慮し、新潟県新潟市の特別養護老人ホームを選定

した。対象施設の概略を図 2、表 1 に示す。また、入所者
の詳細を表3、室内写真を図3に示す。 
4． 調査結果 

4‐1 職員アンケート結果 

 図 4 に入所者の調査期間中の睡眠日誌の記録を示す。入
所者6名の平均睡眠時間は7.6時間と標準であった。 
図 5に職員アンケートの睡眠項目、図 6に温熱環境項目
の集計結果を示す。図5より、図5‐（a）から51％で入所
者が快適に睡眠をとれている。図5‐（d）から職員の90％
が入所者の睡眠時間が「十分にとれている」と回答した。

また、日中寝ている入所者の数はユニット別で約10名とな
った。これは、2 人に 1 人が日中寝ていることになる。さ
らに、図5－(f)から入所者の中途回数は平均で3回との回答
であった。図6の温熱環境項目の質問では図6－（a）から
職員の 84％が入所者の部屋が「暑い」との回答があった。
これは、職員と入所者の温冷感の違いによるものと言える。

また、図6‐（b）から空調を運転させる時は利用者の声を
尊重し、職員が動かすとの回答が多かったことから入所者

にとって、職員の存在は必要不可欠であり、職員と入所者

の意思疎通が重要と言える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 入所者の調査期間中の睡眠日誌記録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5 職員アンケート睡眠要素項目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 職員アンケート温熱要素項目 
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4‐2 室内の温熱 の 温 の  

 図7に入所者の 部屋の2011年 8月 31日～9月 1日の
室内温 分 を示す。睡眠時の室内の 適温 は28 とさ

れているが、入所者の部屋の と が28 を 回ってい

る。また、図中の の部屋は 1日中空調を 用していたた

に の部屋との温 が い。温 が い の部屋と

ると で約2 の温 がある。 
また、 ー 感温 を図8示す。入所者の 感温

を た時に27 より 回っていることが かる。室温と

の があまりないのは室内に があまりないのが要 と

考えられる。た 、室温と違い 感温 は人が感 ている

温 であるから、人によっては 感 る。 え 、空調

を 用していた の部屋と 用していなかった の部屋と

ると 感温 で1 の が られる。また、空調の

し の も考慮すると の部屋の が し 感

る。空調の設定温 に 慮する けでな 、室内温 分

に いても 慮す である。 
また、図9に 日の入所者の不快 数を した。図中

を ると入所者の と が に75～80の の中にあり、

「 暑い」 態にある。これは、入所者の部屋の が

いた である。さらに、図10より 入所者によって寝

の 感温 の違いが られる。 の平均で0.47 し

ているのが られ、 部で0.29 、 部0.32 、 部で

0.49 の が られた。このことから、 部にい

温 の があることが かる。室内の 用温 は室温と

な にあることから寝 の温 に て する。 
4‐3入所者の睡眠 の  

 図 11に 8月25日 寝 から 8月26日 の寝 の

温 を示す。入所者の寝 の温 は になるに れて

している。特に、 の寝 の温 は 寝 から の温

が平均で3.0 している。これは、 寝 の18
時 冷 を 用したた である。 
また、図12に 日の 寝 と 日の 時のアンケート

結果を示す。 寝 から 時の温 の が が

っているのが 6人中3人いる。この 2人は 寝 も

時も「暑かった」と回答している。この日は、温 より

も の が いた に暑 感 たと言える。 のことか

ら、睡眠時には温 の 慮も ではあるが、 の

慮も重要な項目として がる。 
図 13に温 の結果を示す。 は温 のよ に し

い がな 、 員が に70～80％を示している。これは、
温 が ても に し暑さを感 ると言える。また、

間時でも は せ 定の示したた に 寝時と

時のアンケート では「暑い」と回答した が表れたと

考えられる。また、26日は調査期間中 も睡眠 が か

った。 の結果を図14に示す。この睡眠 は ッ ー 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  31 1 の入所者の室内温  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図  31 1 の室内の ー 温  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  31 1 の入所者の  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1  31 1 の の ー 温  
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